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目的：高齢社会となり、骨粗鬆症、脳血管障害や認知症の病態の解明や予防は社会的に重要な課題とな

っている。今回、骨粗鬆症、動脈硬化、認知症の病態を検討するために、中高年女性を対象として骨密

度や骨代謝、動脈硬化や血中脂質、運動機能、物忘れ度検査による脳機能などを調査し、その関連につ

いて検討した。 
対象と方法：三原市に在住し、研究への参加を了解の上に承諾した健常な中高年女性 59 例を対象とし

た．研究は学内倫理委員会での承認の上で行い、データは個人が特定できないように処理した。 

方法は１）身体的調査項目として対象の年齢、閉経時年齢、身長、体重、腹囲、BMI 等を調査した。全

般的な健康調査には CMI 健康調査表を用いた。２）骨密度測定は X 線骨密度測定装置（Hologic 社製：

QDR-4500）を用いた DXA 法で行い全身骨、腰椎、大腿骨を測定した。３）骨代謝関連マーカーとして骨

吸収マーカーは尿中 DPD、血中 NTX、骨形成マーカーは血中 BAP を測定した。血清脂質は総コレステロ

ール、HDL コレステロール、LDL コレステロール、中性脂肪を測定した。４）運動機能は対象者に簡単

な体力測定を行った後に運動指導を１ヵ月間、週１回の頻度で行った。ふらつきの程度は重心動揺計で

平衡機能を検査した。歩行の動作解析を行ない、個々に指導した。運動量の測定は動作解析、運動指導

の後に 40 例で約 3 ヵ月の平均歩数と運動量を生活習慣記録機ライフコーダーEX（スズケン社製）で測

定した。５）動脈硬化の評価は日本コーリン社製血圧脈波検査装置 formPWV/ABI を用いて左右の上腕足

首間脈波伝播速度（baPWV）を検討した。６）認知症スクリーニング検査は浦上らの開発した認知症簡

易スクリーニング機器（日本光電製：物忘れ度プログラム MSP-1000）を用いた。 

結果：対象の年齢は 60.6±7.2 歳、身長は 153.6±4.7cm、体重は 54.5±8.6kg、腹囲は 82.0±10.8cm、

BMI は 23.0±3.6 であった。閉経時年齢は 49.7±3.9 歳で、閉経後経過年数は 12.5±7.5 年であった。 

対象の骨密度の T-値の平均値は全身骨、腰椎（L1-4）、大腿骨頚部では正常であったが、腰椎で T-値が

80％未満の骨減少症の頻度は 22 例（37.2％）で、70％未満の骨粗鬆症は 5例（8.4％）であった。また、

大腿骨頚部ではそれぞれ 25 例（42.3％）と７例（11.8％）であった。骨吸収マーカーの DPD、NTX、骨

形成マーカーの BAP の各々の平均値は正常範囲であった。血清脂質では総コレステロールの平均値は軽

度の異常値を示し、59 例中で総コレステロール異常高値を示したものは 29 例（49.1％）であった。中

性脂肪、HDL コレステロール、LDL コレステロールの平均値は正常範囲であったが、中性脂肪の異常高

値を示したのは 14 例（23.7％）であった。40 名の運動量は１日の平均の歩数が 9104±3001 歩で、運動

量は 217.2±90.2kal であった。推奨されている１万歩以上は 17 例（42.5％）であった。動脈硬化指標

の左右の平均 baPWV 値は 1488.5±242.0cm/sec で、平均値は動脈硬化と判定される 1400cm/sec 以上を

示した。1400cm/sec 以上の対象者は 34 例（57.6％）であった。認知症スクリーニング検査による物忘

れ度の平均値は 15 点満点中で 14.3±1.1 点であった。認知症と判定される 13 点以下は 10 例（16.9％）

であった。動脈硬化、骨密度の減少、物忘れ度と閉経後経過年数、加齢との関連が示唆された。運動量

は骨密度と関連があったが、平衡機能とは有意な関連はみられなかった。 

結論：今後は経年的に運動量や骨密度、骨代謝、動脈硬化指標、脂質、身体的特徴の加齢変化と疾患と

の関連について検討し、脳血管障害や認知症と関連するメタボリックシンドロ−ムや骨粗鬆症の予防の

ための適切な運動や食事指導などを行ない、その介入効果についても検討する。 


